
 

（第２号様式）   

令和６年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立神奈川工業高等学校（全日制）  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 ４年間の目標 
（令和２年度策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ 11 月 20 日実施） 

総合評価（３月 10 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①工業に関する

専門教科・科目

を中心に、理数

教育及び外国語

教育の充実に注

力した教育課程

編成を行う。 

 

②グローバルコ

ミュニケーショ

ン能力育成のた

めの教育のさら

なる検討を行

う。 

 

③創造的な問題

解決力を育成す

るために、生徒

が主体となる双

方向授業を展開

する。 

 

④実践的・体験

的学習を重視し

て、自ら課題を

発見し解決する

ための力を育む

授業改善を実施

する。 

 

①神工 STEAM 教

育の実践・推進

に向け、新教育

課程に即した指

導計画の作成を

行うと共に高大

企業連携の充実

を図る。 

 

②英語教育とし

て各教科におい

てグローバル教

育を意識した取

組を展開し、生

徒の視野を広げ

る。 

 

③④各教科にお

いてスタディサ

プリ等を活用

し、タブレット

利用方法の充実

を図る。 

③④各教科にお

いて創造的な問

題発見・解決力

を育成するため

の指導方法の研

究と充実を推進

する。 

①STEAM 教育の校

内組織図の作成お

よび教員向け研修

を実施する。また

目的別学習活動コ

ンソーシアムの更

なる推進を図る。 

 

②グローバル教育

について、校内組

織図の作成および

教員向け研修等を

実施する。 

 

③④スタディサプ

リ配信週間を継続

するとともに、授

業での活用に向け

て教員向け研修会

を実施する。 

 

③④課題研究の内

容に課題の発見の

しかたや解決プロ

セスについての学

習を組み込む。 

①STEAM 教育の校

内組織図を作成お

よび教員研修が実

施できたか。また

目的別学習活動コ

ンソーシアムの充

実が図れたか。 

 

②グローバル教育

について、校内組

織図の作成ができ

たか。また、教員

研修が実施できた

か。 

 

③④教員によるス

タディサプリの課

題の配信回数およ

び生徒の利用状況

が向上したか。 

 

③④課題研究の内

容に課題の発見の

しかたや解決プロ

セスについての学

習を組み込むこと

ができたか。 

①STEAM 教育の校

内組織図が完成し

た。建設科におい

て高校・専門学

校・企業が連携し

たコンソーシアム

が締結され、現場

見学などが実施さ

れている。 

 

②校内組織図につ

いては年度内の完

成を目指して作成

中である。 

 

③④スタサプ配信

では専門教科にお

いても配信が見ら

れ幅広く活用され

ている。生徒にお

いては英検対策や

進路に向けての活

用が見られた。 

 

③④2 学年課題研

究において、課題

発見解決(Rebale)

の工業科共通の授

業用資料の整備を

行った。 

①機械科・デザ

イン科でコンソ

ーシアムの推進

を図る。教員研

修 会 を 実 施 す

る。 

 

 

 

 

②実効性のある

組織にするには

どうすればよい

か検討する。 

 

③④スタサプ到

達度試験の振り

返 り な ど を 通

し、生徒が自主

的に活用できる

ように促す機会

を用意する。 

 

③④2 学年課題研

究の校内での意

見や内容を連携

先大学・企業と

共有し、改善に

取組む。 

3 年生課題研究の中間発

表にお邪魔させていただ

き、ありがとうございま

した。生徒の皆さん、素

晴らしい発想力で、また

堂々とステージで発 

表されている姿に驚きま

した。これからそれぞれ

のアイデアを実現してい

く過程で、これまで工業

高校で学んできた知識と

経験も活かしつつ、より

見識を深め、また、仲間

と協業しながら一つのテ

ーマに取り組んでいく中

で社会性も身に付いてい

くように感じ、とても楽

しみです。ぜひ、神奈川

工業高等学校で学んだ自

分たちにはさまざまな可

能性があり、自信を持っ

て日々の学校生活を送っ

て欲しいと思っていま

す。そのために、P-TECH 

社会人メンターをはじ

め、私たちも生徒の皆さ

んを支援したいと思いま

す。 

①本校と東京テクニカルカレ

ッジ及び清水建設株式会社と

次世代建築リーダー育成コン

ソーシアム実施規定を定め

た。 

 

②英検対策を外国語科の職員

が実施し、生徒が合格に向け

て努力する後押しをした。 

 

②引き続き校内組織図につい

ては、作成中である。 

 

③④月１度以上スタサプを利

用している生徒は 38%と昨年

度 25.3％より向上した(全国

平均 39.8%) 。確認テスト実

施件数は、今年度 15,978 件と

なり前年 7,357 件より倍近く

増加した。生徒自らスタサプ

を利用して学習に取り組む傾

向がみられた。 

③④２学年課題研究におい

て 、新たに 課題発見解 決

(ReBaLe)の手法を用いた授業

用資料の作成ができ、学年全

体で共通の内容で授業展開を

することができた。 

①全ての工業小学科で高大企業

等との連携事業を推進していく

（県立高校生目的別学習活動コ

ンソーシアムの推進）。 

 

②スタサプや classroom 等の通

信媒体を用いた補習を行えるよ

うにしていきたい。 

 

 

②学校全体の取り組みとなるよ

うに校内組織図を作成する。 

 

 

③④今後スタサプに「情報」の

科目が追加されるため、工業数

理基礎などの授業において工業

科での積極的な活用を促す。 

 

 

③④新たに作成した授業用資料

や展開方法について校内で振り

返りを行った。また ReBaLe の

連携先企業・大学にも振り返り

内容をフィードバックし、パン

フレットの改善を検討する。 

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

①多様性を理解

し、来たる国際

社会の一員とし

て活躍できる人

間性の育成を図

る。 

 

②リーダーシッ

プや協働意識を

養い、生徒の人

間性の育成を図

る。 

 

①自他の違いを

理解し他人を尊

重できる人格・

社会生活の考え

方を育てる。 

 

②学習活動や学

校生活等で仲間

を尊重し合い、

安心安全な学校

生活を保障でき

るよう、個に応

じた支援体制を

充実させる。 

①3 年間を見通し

た講演会の配置。 

 

②計画的な基本的

な生活習慣指導の

実践。 

 

②指導・支援体制

の充実と対応マニ

ュアル周知徹底 

 

②効果的な支援情

報の共有体制。マ

ニュアル周知徹底 

①効果的に講演会

を実施できたか。 

 
②生活習慣指導を

計画的に実施でき

たか。 

 

②指導・支援体制

の充実ができた

か。 

 

②情報の共有が効

果的にできたか。 

①携帯電話、多様

性などの講演会を

実施できている。 
②4,9 月に登校指

導を実施できた。 

②特別指導体制に

ついて、全職員で

指導を行う体制を

整えている。 

②生徒情報の共有

や相談しやすい環

境を整備すること

ができた。 

①講演会の目的

を明確にし、適

した講師、時期

を検討する必要

がある。 

②生徒の指導を

通年かつ職員全

体で行う体制お

よび意識改革が

必要であり、そ

の方法について

検討・改善に取

り組む。 

 

神奈川工業高校での学び

が更なる学びや社会に直

接繋がっていることを生

徒自身が実感し、自信を

持って学び続けることが

できるような現在の学校

運営の継続を期待してお

ります。 

 

①1 年：スマホ安全教室、多

様性講演会、性講演会 2

年：デート DV 交通安全教室 

3 年：薬物乱用防止講話を実

施できた。生徒アンケートで

は平均 70％が有意義な時間で

あったと回答している。 

 

②生徒に寄り添った特別指導

を行うことができた。 

 

②生徒支援の手引きを時代や

学校目標に合った内容に改定

した。 

①生徒のニーズに合った講演内

容を提供してくれる講師の選定

を検討する。 

 

②服装指導、基本的生活習慣、

遅刻指導において具体策を検討

し継続した指導の実施を目指

す。 

②支援を必要とする生徒情報の

共有機会の充実を図り、早期対

応を目指す。 

支援体制に対して全職員への周

知とスムーズに実施できるシス

テム化を目指す。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ 11 月 20 日実施） 

総合評価（３月 10 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒のキャリ

ア発達を、正し

い勤労観や職業

観に基づく進学

する意味や就職

する意味につい

て、十分に理解

した段階まで引

き上げる。 

 

 

 

①生徒のキャリ

ア発達の醸成を

家庭からも促す

体制を整えて、

家庭と学校が連

携して生徒のキ

ャリア発達を支

援していけるよ

うにする。 

①現行の進路セミ

ナーに加え、デザ

イン科１・２年生

に総合・推薦型入

試準備セミナーを

実施する。 

 

①新たに公務員講

座や鉄道就職希望

者講座等を実施す

る。 

 

①全学年保護者対

象の進路指導説明

会の実施。３年生

は進学と就職希望

とに分けて実施。 

 

①18 歳成人に伴う

「シチズンシップ

講演会」の実施を

検討する。 

①デザイン科対象

総合・推薦型入試

準備セミナーが実

施できたか。 

 

①公務員講座、鉄

道就職希望者講座

等を実施できた

か。 

 

①３年生保護者対

象進路指導説明会

を進学向けと就職

向けに分けて実施

できたか。 

 

①シチズンシップ

に関する講演会を

実施できたか。 

①デザイン科１・

２年生に桜美林大

学と連携した総

合・推薦型入試準

備セミナーを企画

した（３月実施予

定）。 

①立志舎グループ

と連携して、鉄道

就職希望者を対象

に対策講座を実施

した。 

①３年生保護者対

象進路指導説明会

を進学希望者向け

と就職希望者向け

に分けて実施し

た。 

①３月に実施後

に課題・改善方

策を考察する。 

①学校法人大原

学園と連携した

公務員講座を実

施 予 定 だ っ た

が、行き違いが

あり、実施でき

なかった。 

①３年生保護者

対象を進学希望

者向けと就職希

望者向けに分け

て実施するため

に、１年生対象

を入学式の日に

実施したが、少

し内容が薄くな

ってしまったの

で、改善の余地

がある。 

【進路実績が充実してい

る】学校要覧 p.71 「卒

業生の進路状況」で，卒

業生数と，学校紹介によ

る就職者＋進学者数の数

が対応していませんでし

たが，残りの生徒の状況

もわかるとよいと思いま

す．  

 

①デザイン科１・２年生に桜

美林大学と連携した総合・学

校推薦型入試準備セミナーを

実施する事ができた。 

①立志舎グループと連携し

て、鉄道就職希望者を対象に

対策講座を実施する事ができ

た。 

①３年生保護者対象進路説明

会を、進学希望者と就職希望

者に分けて実施することがで

きた。 

①３年生保護者対象進路セミ

ナーを企業を招いて実施する

事ができた。 

①引き続き、来年度も桜美林大

学と連携した入試準備セミナー

を実施したい。 

 

 

①引き続き、立志舎グループと

連携した鉄道就職希望者対策講

座を実施する。 

 

①来年度は、１～３年生の保護

者対象説明会を一昨年に戻し

て、１学期中間試験期間に実施

する。 

①３年生保護者対象進路セミナ

ーを来年度も実施する。 

４ 地域等との協働 

①各種連携や地

域との協働を 

通した生徒の創

造的な問題解決

力を養う。 

 

②専門高校の教

育内容や理工系

進路においての

他学科に対する

優位性を地域や

中学生に理解し

てもらう。 

①中学生とその

保護者に向けて

本校の優れた実

践とその成果を

発信し、専門高

校のイメージ向

上を図る。 

 

②進路情報に加

え、専門高校の

教育内容や IT

を活用した取組

を発信する。 

①学校紹介動画の

リニューアルや

SNS で行事の予告

などの広報活動を

通し、中学生に本

校の魅力を伝え

る。 

 

②Web ページの進

路の部分の更なる

充実を図る。 

①新入生に SNS の

利用状況などにつ

いてのアンケート

を実施データから

広報計画を立てた

か。SNS の更新が

円滑に行えたか。 

 

②Web ページの進

路の部分の充実が

図れたか。 

①学校説明会の方

法を再構築し、誘

導含め滞りなく実

施できた。SNS に

よる的確な情報発

信も行い、中学生

と保護者に対し、

効果的に広報する

ことができた。 

②Web ページの進

路の部分の充実が

図れた。 

①説明会の方法

について、アン

ケートなどの意

見から変更点の

検証を行う。 

②更新のタイミ

ングが遅くなっ

て し ま っ た の

で、３月末には

更新できるよう

にしたい。 

神工祭にお邪魔しまし

た。機械科、電気科、建

設科、デザイン科、それ

ぞれ身につけている専門

性の過程が展示や実演、

説明などからとても良く

わかりました。さらに来

場者や生徒自身楽しんで

貰うための体験型の出し

物の中にも技術レベルの

高さが感じられ、とても

驚きました。 

①学校説明会について、放送

による全体会を追加し、その

後に各科の見学を行う内容に

変更し実施することができ

た。また生徒会 Grと連携し、

生徒による SNS 更新の計画立

案をした。 

②Web ページの進路の部分の

充実を図ることができた。 

①コロナ後の文化祭などの行事

に地域の方や中学生が来ること

ができるようになったため、説

明会や体験教室の実施時期の調

整を図る。 

 

②Web ページのさらなる充実に

努める。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①創造的な問題

発見・解決能力

及び先端技術活

用力を養う教育

活動のための環

境について、よ

り一層充実させ

る。 

 

②生徒と向き合

う時間を確保す

るために、組織

的な学校運営と

校務の効率化を

図る。 

①教員の ICT 機

器を活用した学

習活動および実

践の充実に向

け、研修等を通

し、活用スキル

の向上を図る。 

 

②ﾃﾞｼﾞﾀﾙ採点ｿﾌ

ﾄを導入し、定

期試験の採点業

務の軽減・活用

ならびに採点ミ

スの防止を図

る。 

①生徒が購入した

1 人１台端末を活

用した授業展開の

工夫、教材研究の

推進を行う。 

 
②定期試験の採点

におけるﾃﾞｼﾞﾀﾙ採

点 ｿ ﾌ ﾄ の 使 用 率

を、定期試験を実

施する科目の講座

数比で、５割以上

にする。 

①生徒が購入した

1 人 1 台端末の授

業での活用状況。 

 

②ﾃﾞｼﾞﾀﾙ採点ｿﾌﾄ

の活用状況。 

①今年度入学生か

ら windows 端末を

導入し、office ｿﾌ

ﾄを活用できる機

会を創出した。ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習、ﾌﾟ

ﾚｾﾞﾝなどのﾂｰﾙを

活用した授業展開

が期待できる。 

②共通教科におけ

るﾃﾞｼﾞﾀﾙ採点の使

用率は増加してい

る。今後専門教科

の使用率も含めた

５割以上の使用率

を目指す。 

①office ｿﾌﾄは県

教育委員会の包

括ﾗｲｾﾝｽとして無

償で提供してい

るが初期設定は

全生徒、教員に

よる個別対応の

ため業務負担圧

縮となるような

工夫が必要。 

②ﾃﾞｼﾞﾀﾙ採点の

使用方法に関し

て講習会の機会

を設け使用率ｱｯ

ﾌﾟを目指す。 

職員連絡 Teams を活用し

て効率化と記載はありま

した．他にも様々な 

施策をなさっていると思

いますが，頂いた資料か

らだけでは判断できませ

んでした．また，「最適

化」というと非常にハー

ドルが高いので，「効率

化」を積み重ねていく対

応がよいかと思います． 

① 今 年 度 か ら 導 入 し た

windows 端末を活用した授

業、特に実習等での活用が確

認できた。しかし、家庭学習

における端末の活用が少なく

更なる工夫が必要である。 

②共通教科の教員の５割以上

がデジタル採点を活用し採点

に関する工数を 1/3 以上削減

している。専門教科において

は多くの教員がデジタル採点

未活用なため使用率アップの

工夫が必要である。 

①家庭学習における端末を利用

した課題の作成、配付等の工夫

を図る。 

 

 

 
②専門教科職員向けデジタル採

点利用講習会の実施を行い、そ

の利点を理解してもらう。 

 


